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◉日時　平成 26 年８月４日（月）13 時 00 分から 16 時 40 分まで
◉場所　いせシティプラザ（三重県伊勢市）

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
、
景
観
法
施
行
後

十
年
と
い
う
節
目
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
十
年
間
の
景
観

ま
ち
づ
く
り
の
成
果
や
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

八
月
四
日
、
伊
勢
市
で
「
中
部
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
た
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
四
都
市
、
岐
阜
県
各
務
原

市
、
静
岡
県
三
島
市
、
愛
知
県
岡
崎
市
、
三
重
県
伊
勢

市
の
首
長
が
一
堂
に
会
し
、
良
好
な
景
観
は
、
見
る
者

を
魅
了
し
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
財
産
で
あ
り
、

地
域
住
民
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
し
、
来
訪
者
の
増
加

が
図
ら
れ
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
が

る
な
ど
、
地
域
活
性
化
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
れ

ぞ
れ
発
信
し
、
共
有
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
岡
崎
市
長
発
言
内
容
）

　

一
、
岡
崎
市
の
景
観
の
特
徴

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
江
戸
時
代
二
百
六
十
年
余

の
泰
平
の
世
を
築
い
た
、
徳
川
家
康
公
の
生
誕
地
、
愛

知
県
の
岡
崎
市
か
ら
参
り
ま
し
た
内
田
康
宏
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岡
崎
は
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
は
約

三
十
八
万
人
、
面
積
は
約
三
百
九
十
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト

ル
の
西
三
河
地
方
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
中
核
市

で
、
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
「
丘
の
先
」
の
名

の
と
お
り
、
三
河
山
地
や
、
市
内
を
縦
横
に
流
れ
る
矢

作
川
と
乙
川
が
も
た
ら
す
清
流
と
豊
か
な
水
辺
空
間
な

ど
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
基
盤
に
、
多
様

な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

中
で
も
、
門
を
額
縁
に
見
立
て
て
、
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
の
家
康
公
の
生
誕
の
地
、
岡
崎
城
天
守
を
望
む

歴
史
的
な
眺
望
は
、
こ
れ
ま
で
約
三
百
七
十
年
間
、
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
、
世
界
に
も
誇
れ
る
景
観
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
旧
東
海
道
沿
い
で
は
、

全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
「
八
丁
味
噌
」
の
伝
統
的
な
産

業
景
観
や
、
宿
場
町
「
藤
川
宿
」
の
歴
史
文
化
資
産
を

活
用
し
た
、
歴
史
的
景
観
の
形
成
に
、
住
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

二
、
岡
崎
市
景
観
計
画
の
特
徴

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は
全
国
的
に
も
早
く
、
今

か
ら
二
十
九
年
前
の
昭
和
六
十
年
に
、
自
主
条
例
を
定

め
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
豊
か
な

自
然
、
伝
統
あ
る
歴
史
、
快
適
な
く
ら
し
を
背
景
に
、

多
く
の
市
民
か
ら
「
住
み
良
い
」
と
の
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
一
方
で
、
ま
ち
の
魅
力
に
不
満
を
感
じ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
近
年
の
市
民
意
識
も
踏
ま
え
、
「
都

市
の
魅
力
の
向
上
」
と
「
実
効
性
あ
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
四
年

に
景
観
法
を
活
用
す
べ
く
新
た
な
制
度
に
再
編
し
、
景

観
法
と
景
観
計
画
、
そ
し
て
、
自
主
的
な
制
度
も
含
め

た
関
連
条
例
の
運
用
に
よ
り
、
総
合
的
・
一
体
的
な
景

観
ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
段
階
的
・

継
続
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
は
、
「
自
然
・
歴
史
・

く
ら
し
を
つ
な
ぎ
、
誇
り
と
愛
着
を
育
む
景
観
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
、
美
し
く
風
格
あ
る
岡
崎
の
創
生
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
「
自
然
・
歴
史
・
く
ら
し
を
つ
な
ぎ
」
は
、

空
間
や
時
間
の
積
み
重
ね
、「
誇
り
と
愛
着
を
育
む
」
は
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
交
流
の
積
み
重
ね
、
「
景
観

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
ま
さ
に
「
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

景
観
法
の
諸
制
度
を
広
く
活
用
す
る
た
め
、
「
景
観

計
画
区
域
」
は
市
全
域
と
し
、
そ
の
内
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
を
踏
ま
え
、
三
地
区
を
重
点
的
に
景
観
形
成
を
図

る
「
景
観
形
成
重
点
地
区
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
や

事
業
者
の
主
体
的
な
取
組
が
大
き
な
推
進
力
と
な
り
ま

す
。
本
市
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、「
ま
も
る
・
い
か
す
・

つ
く
る
・
な
お
す
・
は
ぐ
く
む
」
の
五
つ
の
主
体
的
な

取
組
を
段
階
的
に
つ
な
げ
あ
い
、
広
げ
る
こ
と
で
、
景

観
の
魅
力
や
価
値
、
そ
し
て
取
組
を
も
磨
き
上
げ
高
め

て
い
く
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
景
観
施
策
の
展
開
の
基

本
的
な
考
え
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
「
歴
史
的
眺
望
の
保
全
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
眺
望
景
観
は
、
今
か
ら
三
百
七

十
三
年
前
の
一
六
四
一
年
に
、
徳
川
三
代
将
軍
・
家
光

公
が
、「
祖
父
・
家
康
公
の
生
誕
の
地
を
望
め
る
よ
う
に
」

と
の
想
い
に
よ
り
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
樹
寺

の
本
堂
か
ら
、
三
門
、
総
門
を
通
し
て
そ
の
真
ん
中
に

岡
崎
城
天
守
を
望
む
よ
う
に
、
伽
藍
（
が
ら
ん
）
を
配

置
し
造
営
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

城
へ
の
眺
望
の
妨
げ
と
な
る
建
造
物
の
高
さ
を
制
限

す
る
な
ど
法
令
等
に
よ
る
措
置
が
な
い
中
、
こ
の
眺
望

は
、
法
的
根
拠
の
弱
い
行
政
指
導
や
、
眺
望
空
間
の
下

に
お
住
ま
い
の
方
々
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
七

月
か
ら
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
高
さ
規
制
に
よ
り
、

法
的
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
眺
望
を
阻
害
す
る
建
造
物
の
出
現
に
よ
り
、

様
々
な
景
観
の
悪
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
指
導
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
強
制
力

に
限
界
が
あ
り
、
保
全
に
向
け
て
景
観
法
を
活
用
す

る
な
ど
法
律
の
後
ろ
盾
を
も
っ
て
規
制
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

測
量
調
査
に
よ
り
、
保
全
す
る
眺
望
空
間
の
領
域
、

眺
望
点
と
岡
崎
城
天
守
を
結
ぶ
中
心
線
上
の
地
盤
の

位
置
や
標
高
を
明
ら
か
に
し
、
眺
望
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
建
築
可
能
な
高
さ
を
判
断
す
る
基
準
面
を
設
定

し
規
制
し
て
い
ま
す
。

　

規
制
の
一
方
で
、
眺
望
空
間
を
夜
間
に
サ
ー
チ
ラ

イ
ト
の
光
で
表
現
し
、
「
お
お
よ
そ
の
位
置
や
高
さ
を

体
感
す
る
」
、
「
光
の
ラ
イ
ン
の
意
味
を
知
る
」
、
そ
し

て
「
夜
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
こ
と
で
、
保
全
意

識
の
向
上
を
図
る
啓
発
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
景
観
像
は
、
山
並
み
を
背
景
に
、
岡
崎
城

天
守
が
中
央
に
そ
び
え
立
ち
、
こ
れ
ら
と
現
代
の
市

街
地
が
一
体
と
な
っ
て
調
和
す
る
姿
を
目
指
し
、
「
一

幅
（
い
っ
ぷ
く
）
の
絵
の
よ
う
に
美
し
く
、
都
市
の

風
格
を
感
じ
さ
せ
る
岡
崎
城
の
歴
史
的
眺
望
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

景
観
形
成
の
方
針
は
、
規
制
に
よ
り
「
将
来
に
わ

た
る
眺
望
の
確
保
」
を
、
誘
導
に
よ
り
「
一
体
的
な

調
和
に
よ
る
景
観
の
魅
力
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

建
築
等
行
為
の
制
限
は
、
「
建
物
等
の
各
部
分
の
高

さ
は
基
準
面
の
標
高
値
を
超
え
な
い
と
す
る
」
基
準

に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
勧
告
止
ま
り
で
す
が

景
観
法
に
基
づ
き
規
制
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

三
、
景
観
法
の
制
度
等
の
運
用
状
況

　　

景
観
法
の
制
度
等
の
運
用
状
況
と
し
て
は
、
「
景
観

重
要
建
造
物
」
は
公
有
が
二
件
、
民
間
所
有
が
二
件

の
計
四
件
、
「
景
観
整
備
機
構
」
は
一
団
体
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
の
支
援
制
度
も
積
極
的
に
活
用
し
、

歴
史
的
建
造
物
の
改
修
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ

ン
ド
の
手
法
で
そ
の
資
金
を
収
集
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
推
進
に
向

け
て
、
国
土
交
通
省
の
学
習
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

活
用
し
た
取
組
を
景
観
形
成
重
点
地
区
内
の
二
つ
の

小
学
校
に
働
き
か
け
、
大
樹
寺
小
学
校
は
「
校
歌
に

詠
ま
れ
て
い
る
歴
史
的
眺
望
を
知
る
守
る
」
、
藤
川
小

学
校
は
「
宿
場
町
『
藤
川
宿
』
の
歴
史
文
化
資
産
を

知
る
伝
え
る
」
こ
と
を
主
な
テ
ー
マ
に
景
観
ま
ち
づ

く
り
学
習
の
実
践
に
主
体
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
の
一
環
と
し
て
は
、
岡
崎
の
良
い
景
観

を
紹
介
し
合
う
「
岡
崎
い
い
と
こ
風
景
ブ
ロ
グ
」
を

運
営
し
、
こ
れ
ま
で
五
年
九
ヶ
月
で
、
約
千
八
百
件

の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　

四
、
具
体
的
な
成
果

　

具
体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
景
観
重
要
建
造
物
の

指
定
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昨
年
度
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
が
、
住
民
ら
篤
志
家
か
ら
の
寄
附
金
に

よ
り
資
金
を
調
達
し
、
市
の
補
助
金
制
度
も
活
用
し

て
景
観
重
要
建
造
物
の
外
観
の
修
景
を
行
っ
た
結
果
、

地
域
の
魅
力
の
増
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
は
、
特
に
小
学
校
で
の
普
及

が
図
ら
れ
、
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
樹
寺
小
学
校
で
の
取
組
は
、
平
成
二
十
五
年
度
、

都
市
景
観
大
賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
藤
川
小
学
校

の
取
組
も
、
平
成
二
十
六
年
度
の
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

五
、
課
題

　　

景
観
法
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
上
で
、
直
面
す
る
課
題
と
し
て
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
変
更
命
令
が
可
能
な
、
実
効
性
あ
る

制
度
に
よ
る
眺
望
景
観
の
保
全
」
。
大
樹
寺
か
ら
岡
崎

城
天
守
へ
の
眺
望
景
観
の
保
全
は
、
現
在
、
景
観
法

に
基
づ
く
比
較
的
緩
や
か
な
手
法
で
あ
る
届
出
・
勧

告
制
度
に
よ
り
規
制
し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
は
勧
告
止
ま
り
で
強
制
力
が
伴
わ
ず
、
将
来

に
わ
た
っ
て
眺
望
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
変
更
命
令
が
可
能

な
実
効
性
の
高
い
規
制
手
法
へ
の
制
度
移
行
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
都
市
再
生
を
推
進
す
る
中
で
、
求
め

ら
れ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
役
割
」
。
都
市
間
競
争
の

現
代
に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
形
成
は
「
地
域
活
性
化
」

や
「
観
光
振
興
」
に
つ
な
が
る
主
要
な
都
市
政
策
の

ひ
と
つ
で
す
。
特
に
高
度
利
用
が
前
提
の
中
心
市
街

地
で
の
景
観
形
成
に
お
い
て
は
、
土
地
利
用
の
私
権

制
限
の
性
格
が
強
い
高
さ
の
制
限
等
は
、
生
活
や
経

済
活
動
な
ど
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
留

意
し
つ
つ
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
と
こ
れ
ら
の
暮
ら

し
が
調
和
す
る
よ
う
、
土
地
所
有
者
等
と
の
対
話
や

調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
「
主
体
的
・
持
続
的
な
活
動
を

育
む
関
係
機
関
と
の
連
携
や
協
働
の
た
め
の
体
制
の

構
築
と
、
資
金
調
達
や
人
材
育
成
等
の
支
援
」
。
景
観

ま
ち
づ
く
り
は
行
政
の
み
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
主
体

的
で
持
続
的
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
や
専
門
家
と
の
連
携
や

協
働
の
た
め
の
体
制
の
確
立
が
必
要
で
す
。
特
に
教

育
機
関
や
景
観
整
備
機
構
と
の
連
携
に
よ
り
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
を
対
象
と
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
学
習
を

推
進
し
、
景
観
へ
の
関
心
や
意
識
の
向
上
、
知
識
の

普
及
啓
発
を
図
り
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

六
、
展
望

　　

景
観
法
を
活
用
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の

展
望
と
し
て
は
、
本
市
は
来
年
、
平
成
二
十
七
年
に

家
康
公
顕
彰
四
百
年
、
翌
二
十
八
年
に
は
市
制
施
行

百
周
年
と
い
っ
た
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
本
市
固
有
の
景
観

を
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
た
「
観
光
産
業

都
市　

岡
崎
」
の
創
造
に
向
け
て
、
「
資
産
の
現
代
価

値
化
」
、
「
岡
崎
の
顔
づ
く
り
」
、
「
地
域
愛
の
醸
成
」

の
三
つ
の
視
点
を
も
っ
た
魅
力
づ
く
り
に
よ
り
、
岡

崎
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
魅
力
の
創
出
、
維
持
向
上

を
図
り
、
も
っ
て
、
本
市
の
活
力
の
維
持
、
持
続
的

な
発
展
へ
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
岡
崎
の
顔
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
の

が
、
私
の
選
挙
公
約
の
一
つ
で
、
市
域
の
中
心
を
流

れ
る
川
の
河
川
空
間
を
活
用
す
る
「
乙
川
リ
バ
ー
フ

ロ
ン
ト
地
区
整
備
」
で
す
。
景
観
の
観
点
か
ら
は
「
効

果
的
な
照
明
」
、
「
眺
望
の
確
保
」
、
そ
し
て
「
人
道
橋

の
建
設
」
と
い
う
三
つ
の
柱
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

一
つ
目
の
「
照
明
」
で
す
が
、
夜
真
っ
暗
な
河
川

空
間
の
効
果
的
な
照
明
は
、
ま
ち
の
印
象
が
様
変
わ

り
す
る
な
ど
都
市
の
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
一
番
最
初
に
手
が
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
「
眺
望
」
で
す
が
、
市
域
の
中
心
を
流

れ
る
乙
川
と
岡
崎
城
天
守
が
創
り
出
す
景
観
は
、
岡

崎
固
有
の
も
の
で
あ
り
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
市
民
生

活
の
向
上
」
、
さ
ら
に
は
「
観
光
資
源
」
と
し
て
、
極

め
て
大
き
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
河
川
沿
い
に
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
高
層
建
築
物
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

と
河
川
空
間
か
ら
の
眺
望
と
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
「
人
道
橋
」
で
す
が
、
こ
れ
は

単
に
橋
を
造
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
岡
崎
市
の
玄

関
で
あ
る
東
岡
崎
駅
か
ら
橋
を
渡
っ
て
中
心
市
街
地

へ
、
そ
し
て
岡
崎
城
の
あ
る
岡
崎
公
園
へ
と
い
っ
た

回
遊
導
線
等
を
総
合
的
に
考
え
て
、
そ
れ
が
市
街
地

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
に
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
古
よ
り
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
文
化
資
産
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
財
産

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
、
岡
崎
城
は
近
年
の
発

掘
調
査
に
よ
り
、
建
設
現
場
で
見
つ
か
っ
た
石
垣
か

ら
、
日
本
で
四
番
目
に
大
き
な
規
模
を
誇
る
城
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
ほ
か
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
建
造
物
は
名
古
屋
よ
り
も
数
が
多
く
、
京

都
よ
り
も
神
社
仏
閣
の
数
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
誇
り
の
一
つ
で
す
。

　

今
ま
で
は
こ
れ
ら
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
と
こ
う

し
た
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
内
外
に
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
景
観
ま
ち
づ
く

り
と
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
両
輪
で
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
岡
崎
の
個
性
を
磨
き
、
魅
力
を
高
め
、
市
民

が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
、
ふ
る
さ
と
、
そ
し
て
訪

れ
る
方
々
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
「
観
光
産

業
都
市　

岡
崎
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
清
聴
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


